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視線検出技術は、人の見ている方向つまり視線を検出して､興味や注意の対象を推定

する技術です。この技術を応用すれば、居眠り運転の防止などの安全監視や福祉機器イ

ンタフェース等の実現が期待できます。 

通常、眼の像と視界の像を撮像するために 2台のカメラが必要ですが、本装置は、ホ

ログラフィック光学素子（以下、HOE）を撮像光学系に用いて、眼の像と視界の像を 1

台のカメラで撮像することができるように、軽量・小型化を図りました。 

 

 

 

目および視線の対象の像を結像する HOE を作製して、これを用いた撮像光学系を構築

し、これを搭載した視線検出めがねを開発しました。また、瞳の中心位置を検出するた

めの画像処理を開発しました。本システムの画像処理では、しきい値処理によって、瞳

の領域を抽出し、この領域のうち、照明むら等に影響される箇所をモルフォロジーフィ

ルター演算によって修正します。そして、この領域の重心を求めて瞳の中心位置として

検出します。なお、この一連の処理を 0.17～0.3 秒で行っています。
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集積型 HOE 用いて撮像した画像 

視線の対象 眼（義眼） 
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 今回、厚さ 20μm のフォトポリマーを材料に HOE を作製しました。これを撮像光学系

に利用することで、軽量な装着型視線検出システムを構築することができました。 

このような撮像光学系は様々な光学システム機器の軽量化に繋がると考えています。 
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視線検出めがね 
瞳の中心位置の

検出例 
＊本研究は科学技術振興機構 A-STEP 本格研究(ハイリ

スク挑戦型)の支援を受けて実施しました。 
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